
 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症に対する 

現状と本市の対応について 

 
１ 現 状 
  済生会有田病院の関係者の検査もすべて完了し、２月２３日以降、県内での新型コロナウイル

スの新たな感染者は確認されておらず、落ち着きつつあります。 

本市在住で２月２２日に陽性が確認された方の勤務先（市外）の方々を検査したところ、すべ

て陰性でした。また、県と協力して、その方の行動調査を行った結果、症状のある方や新たな濃

厚接触者は確認されませんでした。 

 現在までで、本市分８０検体、県からの依頼分８０検体、合計１６０検体のＰＣＲ検査を行い

ましたが、本市在住で陽性が確認された２名の方を除き、すべて陰性となっています。 

 

２ 本市の対応 
（１）ＰＣＲ検査の実施について 

 風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が４日以上続いていたり、強いだるさ（倦怠感）や息苦し

さ（呼吸困難）があったりする場合は、和歌山市保健所相談窓口にご相談ください。 

（※高齢者や基礎疾患等のある方は、上記の状態が２日程度続く場合） 

 その方の症状に応じて医療機関等を紹介し、医師が新型コロナウイルス感染症を疑う場合

に、ＰＣＲ検査を実施します。 

 

・和歌山市保健所相談窓口 

 

新型コロナウイルス電話相談窓口  

０７３－４８８－５１１２（９時～２１時） 

帰国者・接触者相談センター     

           ０９０－９８７０－５１１２（９時～１７時４５分 平日） 

                   ※時間外・休日も対応 

 

 

 

（２）イベント等の実施について 
 市立学校等の卒業式（担当：学校教育課 TEL 435-1139） 

・市立和歌山高校の卒業式は予定どおり実施 

（ただし、時間の短縮や参加人数を可能な限り少なくするなどの対応を予定しています。） 

・市立幼稚園の修了式、小学校・中学校及び義務教育学校の卒業式は決まり次第お知らせし 

ます。 

 市主催のイベント等 

室内で不特定多数の方が参加されるイベント等（本日から２週間）は中止又は延期としま

す。 

 市主催以外のイベント等 

感染拡大防止の観点から、感染の広がり、会場の状況等を踏まえ、開催の必要性を改めて

検討するようお願いします。 
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（３）市内経済への影響にかかる対応について （担当：商工振興課 TEL 435-1233） 

 融資相談窓口の設置（２月１８日に設置済） 

・ 設置場所 産業部商工振興課 

・ 電  話 ０７３－４３５－１２３３ 

・ 受付時間 平日８時３０分から１７時１５分まで 

 

 災害復旧支援資金の融資枠の拡充 

和歌山市中小企業融資制度内の災害復旧支援資金に、新たに融資枠を拡充し、金融支援を行い

ます。 

【対象の方】 

      コロナウイルス感染症の影響で、最近１か月の売上高等が過去３年のいずれかの同月

に比べ５％以上減少し、かつ、その後２か月を含めた３か月の平均売上高等が過去３

年のいずれかの年の同時期に比べ５％以上減少すると見込まれる方 

 

              〈制度概要〉 

融資利率 年１．２％以内 

信用保証率 ０．４５～１．９０％ 

融資限度額 ８，０００万円 

融資期間 運転７年以内 設備１０年以内 

    

【受付開始日】 ３月初旬からの予定（決まり次第、お知らせします。） 

 

 事業者への支援セミナー開催 

    新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者の方々を対象に、経済産業省や和歌山市、

商工会議所、各金融機関が連携して金融支援等に関する説明会を開催します。 

 

    ・開催日時 令和２年３月１８日（水）１４時から 

    ・場  所 商工会議所４階大ホール 

    ・内  容 国の各種補助金、日本政策金融公庫をはじめとした各金融機関と和歌山市の

セーフティネットに関する融資制度等 

    ・対 象 者 和歌山市内の事業者 

          

    ※上記の内容について詳細は別途改めてお知らせします。 

 

（４）本市職員の時差出勤等について（担当：人事課 TEL 435-1019） 

 公共交通機関を利用する本市職員においては、患者・感染者との接触機会を減らす観点か

ら、市民サービスへの影響が出ないよう調整したうえで時差出勤を実施します。 

【期 間】 令和２年２月２７日から当分の間 

【対象者】 公共交通機関を利用する職員（職員４０４人） 

（非常勤職員・賃金支弁職員も正規職員に準じた取扱いとします。） 

【内 容】 勤務時間（通常勤務 午前８時３０分から午後５時１５分）を１時間繰上げ、 

又は繰下げ 

・早出勤務 午前７時３０分から午後４時１５分 

  ・遅出勤務 午前９時３０分から午後６時１５分 

 

 また、発熱等の風邪症状が見られる職員への休暇取得の勧奨など基本方針に基づく取組を

推進します。 


